
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

寄
居
町
九
月
定
例
議
会
が
９
月
１
日
～
２
４
日
の
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
九
月
議
会
は
決
算
議
会
で
す
。
一
般
会
計
、
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
と
決
算
認
定
に
は
大
沢
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
国
保

特
別
会
計
決
算
と
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
に
は
田
母
神
議

員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
理
由
は
後
述
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

今
定
例
議
会
で
は「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」の
支
給
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
支
給
内
容
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
裏
面
の
田
母
神
議
員
関
連
質
疑
も
合
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 ■
党
議
員
団
は
地
方
創
生
交
付
金
や
災
害
時
の
避
難
対
策
、
小

中
一
貫
校
問
題
を
軸
に
質
問
し
ま
し
た 

大
澤
議
員
の
質
問
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
寝
た
き
り
高
齢
者
な

ど
避
難
弱
者
の
避
難
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。
町
か
ら
は
要
支

援
者
名
簿
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
避
難
訓
練
の
一
つ
と
し
て
声
か
け
訓
練

を
考
え
た
い
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
小
中
一
貫
校
化
は
住
民
も
交
え
た
客
観
的
検
証
が
必
要 

小
中
一
貫
校
化
の
問
題
で
は
、
客
観
的
検
証
を
経
な
い
メ
リ
ッ
ト
の
強

調
が
多
い
反
面
、
子
ど
も
の
教
育
的
観
点
か
ら
の
検
証
、
住
民
と
の
対
話

の
必
要
性
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

田
母
神
議
員
の
質
問
で
は
、
地
方
創
生
交
付
金
の
支
給
に
当
た
っ
て

は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
と
し
て
、
事
前
に
教
育
関
連
の
支
援
や
、
必
要

な
業
者
に
手
厚
い
支
給
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
化
、
少
子
化
に
伴
う
農
地
、
農
家
を
中
心
と
し
た
遺
産
相
続
の

問
題
は
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
困
り
ご
と
相
談
に
基
づ
く
も
の
で
、
行

政
指
導
と
住
民
協
力
の
連
携
の
必
要
性
が
問
わ
れ
る
課
題
で
す
。 

●
一
般
会
計
、
国
保
決
算
に
反
対
し
ま
し
た 

年
収
二
百
万
円
以
下
の
六
割
の
世
帯
を
温
め
る
施
策
が
乏
し
い
こ
と
に

依
る
も
の
で
す
。
黒
字
決
算
を
町
民
の
為
に
使
う
べ
き
で
す
。 

●
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
、
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た 

基
本
料
金
基
準
量
の
引
き
下
げ
で
値
下
げ
が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

田
母
神
、
大
澤
両
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   
 

 
 

 

大
澤
博
議
員
一
般
質
問
要
旨 

◇ 

一
、
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て   

【
問
】災
害
時
要
配
慮
者
と
認
定
す
る
条
件
は
何
で
す
か
。 

【
回
答
】 

高
齢
者
認
知
症
や
体
力
衰
え
の
あ
る
者
、
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
、

日
本
語
の
理
解
が
十
分
で
な
い
外
国
人
等
、
特
に
配
慮
、
援
護
を
必
要

と
す
る
者
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
】認
定
し
た
要
配
慮
者
か
は
何
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

身
体
障
害
者
が
７
４
３
人
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
１
０
，
９
６

２
人
、
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
１
，
１
６
２
人
、
外
国
人
が
５
８
４
人

で
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
調
査
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

１
，
２
０
１
人
、
寝
た
き
り
高
齢
者
が
４
６
人
、
認
知
症
高
齢
者
が
１

２
４
人
で
す
。 

【
問
】高
齢
者
・要
配
慮
者
の
災
害
連
絡
に
防
災
ラ
ジ
オ
を 

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
の
声
を
受
け
、
町
民
・
高
齢
者
・

要
配
慮
者
を
守
る
為
、
再
度
、
防
災
ラ
ジ
オ
設
置
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。 

 
 
 

 

【
回
答
】 

送
信
局
建
設
に
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
防
災
行
政
無
線
の

補
完
と
し
て
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
テ
レ

ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放
送
を
周
知
し
ま
す
。 

【
問
】
災
害
時
の
連
絡
体
制
と
地
区
役
員
、
地
域
防
災
組
織
、
児
童
民
生

委
員
等
の
役
割
を
伺
い
ま
す
。 

【
回
答
】 

避
難
行
動
要
支
援
者
は
、
本
人
の
同
意
を
得
た
う
え
で
名
簿
を
作

成
し
、
民
生
委
員
、
自
主
防
災
組
織
に
情
報
提
供
し
て
、
地
域
住
民
の

共
助
に
よ
る
災
害
時
の
支
援
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
問
】地
区
に
対
応
し
た
連
絡
訓
練
を
町
の
指
導
で
実
施
し
、
連
絡
網
を

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。 

【
回
答
】 

毎
年
、
各
自
主
防
災
組
織
で
消
防
・
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

訓
練
の
一
つ
に
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
た
声
か
け
訓
練
を
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

※
大
澤
議
員
は
他
に
近
隣
市
町
村
と
の
広
域
避
難
協
議
、
行
政
と
地

域
一
帯
の
避
難
支
援
組
織
を
提
案
し
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
広
域
避
難

は
考
え
て
い
な
い
が
、
大
規
模
災
害
発
生
の
際
は
、
熊
谷
市
、
深
谷
市

と
の
相
互
応
援
協
定
等
で
対
応
す
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

二
、
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て   

 

町
の
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
男
衾

小
学
校
、
男
衾
中
学
校
を
２
０
２
５
年
ま
で
に
統
合
し
小
中
一
貫
校

と
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
授
業
・
生
活
環
境
が
違
う
小
中
学
校
を
統

合
す
る
一
貫
校
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

【
問
】
小
中
一
貫
校
に
よ
る
効
果
（
メ
リ
ッ
ト
）
、
課
題
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
は
何

で
す
か
。 

【
回
答
】 

 

効
果
は
、
義
務
教
育
９
年
間
の
小
学
校
と
中
学
校
の
接
続
を
円
滑 

区分  主 な 項 目                地方創生臨時交付金支給内容    

町民生

活関連 

水道料金減免 9～12月分の基本料金を 1/2に減免  

ワクチン無料

化 

高齢者のインフルエンザワクチンを全額

公費負担、自己負担なし 

新生児特別定

額給付金 

来年 1月末までの新生児に 10万円支

給 

愛のりタクシー

増発 

期間限定で 1台増発 

水道蛇口レバ

ー化補助 

小中校、保育園、学童の接触低減の為

レバーへの変更補助金を交付 

事業者

支援 

小規模事業者

緊急支援事業

追加支援金 

売上減少率 30％以上 15万円、20％～

30％未満 10万円、5％～20％未満５万

円支給 

新しい生活様

式普及支援補

助金 

感染拡大予防に要した経費の補助。従

業員２０名以下と個人事業者に 5万

円、以外の中小企業者に 10万円 

農業 花植木農家支

援事業 

町が花植木を買い取り公共施設に配付 

教育 図書館パワー

アップ 

電子書籍購入と電子図書館の開設 

中三生に旅行

券 

修学旅行が中止となった中三生の家庭

に旅行券を支給 
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に
し
、
系
統
性
や
連
続
性
に
配
慮
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
編
成 

し
、
指
導
で
き
る
こ
と
。「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消
、
多
く
の
教
職 

員
に
よ
る
連
携
し
た
指
導
、
異
な
る
学
年
間
で
の
交
流
に
よ
る
精
神 

的
な
発
達
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

課
題
は
、
友
人
関
係
の
固
定
化
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
９
学
年
に
な
る 

こ
と
で
特
別
教
室
や
体
育
館
な
ど
の
施
設
利
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
が
多
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
問
】
教
職
員
の
負
担
は
多
く
な
っ
て
お
り
、
小
中
一
貫
校
統
合
時
に
教

職
員
が
削
減
さ
れ
る
と
更
に
負
担
が
増
し
ま
す
。
学
力
の
向
上
に
は
教

職
員
増
員
が
必
要
で
す
、
教
職
員
増
員
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

 

現
在
検
討
し
て
い
る
小
中
一
貫
校
で
は
、
今
あ
る
教
職
員
組
織
を 

維
持
し
た
ま
ま
、
教
職
員
の
削
減
を
せ
ず
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能 

で
す
。
教
職
員
を
削
減
せ
ず
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き 

ま
す
。 

  

 
 

 
 

田
母
神
節
子
議
員
一
般
質
問
要
旨 

◇ 

一
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
つ
い
て 

 

当
町
で
の
第
二
次
補
正
予
算
の
活
用
を
伺
い
ま
す
。 

【
問
】小
規
模
事
業
者
緊
急
支
援
金
」に
つ
い
て 

 

前
回
は
一
律
５
万
円
が
、
今
回
は
５
～
１
９
％
減
が
５
万
円
、
２

０
～
２
９
％
減
が
１
０
万
円
、
３
０
％
以
上
減
が
１
５
万
円
で
す
が 

①
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
数
に
つ
い
て 

②
補
助
の
区
分
、
補
助
額
を
決
め
た
根
拠
は
何
か 

③
前
回
の
目
標
に
対
す
る
実
施
率
に
つ
い
て 

【
回
答
】 

①
前
回
の
申
請
状
況
か
ら
、
対
象
を
６
５
０
件
と
想
定
し
前
年
同
月

比
売
り
上
げ
減
少
率
が
、
５
％
以
上
２
０
％
未
満
が
６
５
件
、
２

０
％
以
上
３
０
％
未
満
６
５
件
、
３
０
％
以
上
が
５
２
０
件
と
想
定

し
ま
し
た
。 

②
大
き
な
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
、
手
厚
い
支
援
が
行
え
る
よ

う
、
減
少
率
を
３
段
階
に
区
分
し
、
金
額
設
定
を
行
い
ま
し
た
。 

③
実
施
率
は
８
月
末
日
現
在
で
約
５
０
％
で
す
。 

【
問
】ア
ル
バ
イ
ト
の
減
少
で
生
計
が
立
た
ず
生
活
苦
に
悩
ん
で
い
る
人
が

い
ま
す
。
対
応
の
考
え
方
は
。 

【
回
答
】 

 

ア
ス
ポ
ー
ト
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
案
内
や
、
失
業
さ
れ
た
方

へ
は
、
特
例
貸
付
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
し
付
け
や
寄
居
町
福

祉
資
金
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
に
は
、
生
活
保
護
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
人
は
町
民
の
何
％
で
す
か
。 

【
回
答
】 

 

割
合
の
把
握
は
困
難
で
す
が
、
７
月
末
で
、
特
別
貸
付
緊
急
小
口

資
金
の
申
請
件
数
は
７
８
件
、
特
別
貸
付
総
合
支
援
資
金
の
申
請
件

数
は
２
６
件
、
特
別
貸
付
総
合
支
援
資
金
の
延
長
貸
し
付
け
の
件
数

は
６
件
で
す
。 

二
、
遺
産
相
続
の
問
題
に
つ
い
て   

 

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
相
続
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
農

家
の
空
き
家
や
遊
休
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】資
産
相
続
を
放
棄
し
た
場
合
の
空
き
家
の
管
理
者
は
誰
に
な
り
ま

す
か
。 

【
回
答
】 

 

 

相
続
者
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
相
続
財
産
管
理
人
が
選

任
さ
れ
、
清
算
当
手
続
き
の
後
、
国
庫
に
帰
属
し
ま
す
。
相
続
人
が

相
続
を
放
棄
し
た
場
合
、
管
理
者
は
、
相
続
財
産
管
理
人
が
選
任
さ

れ
る
ま
で
手
続
き
の
段
階
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。 

【
問
】空
き
家
の
管
理
者
に
対
す
る
指
導
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】  

 

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
現
地
を
確
認
し
、
所
有
者
、
管
理
者

を
調
査
し
、
適
正
な
管
理
を
通
知
し
ま
す
。
周
囲
へ
の
影
響
の
大
き

い
空
き
家
等
は
、
特
定
空
き
家
等
の
判
定
を
行
い
、
除
去
、
修
繕
の

助
言
又
は
指
導
、
勧
告
、
命
令
し
、
必
要
な
措
置
が
な
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
強
制
執
行
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
問
】隣
近
所
や
区
長
等
が
管
理
者
へ
連
絡
で
き
来
る
よ
う
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

【
回
答
】 

 

 

所
有
者
等
が
希
望
し
て
隣
近
所
や
区
長
に
管
理
を
依
頼
す
る
こ
と

や
、
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
と

し
て
理
想
と
考
え
て
い
ま
す
。 

※
田
母
神
議
員
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
相
続
問
題
学
習
の
制
度
を

提
案
い
た
し
ま
し
た
。 

★
田
母
神
議
員
は
、
他
に
「
太
陽
光
発
電
に
対
す
る
条
例
の
制
定
」

を
求
め
て
質
問
し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

か
す
有
用
な
も
の
で
す
が
、
生
活
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
規
制
が

必
要
と
、
条
例
の
制
定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
し

た
。
町
は
私
有
地
の
利
用
は
順
法
の
も
の
で
あ
れ
ば
規
制
は
で
き

ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
必
要
が
あ
れ
ば
見
直
す
と
答
え
ま
し
た
。 

◆
詳
し
い
こ
と
は
田
母
神
議
員
の
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

“公民館の廃止、小学校の統合・小中一貫校化”に 

行政と住民の協議を求める署名 が始まっています 

ほとんどの町民が知らない公共施設の統廃合計画=公共施

設等総合管理計画が作成され、推し進められようとしていま

す。“地域振興を推進する会”、“寄居の将来を考える会準備

会”などの住民団体の皆さんが行政と住民の 

合意、納得を求めて協議会設置の署名活動 

を始めました。ご一緒に考えませんか。 

 

日本共産党、衆議院埼玉 11 区予定候補に 

『小山しんや』氏を発表 

 

 

29 才です。ケアに手厚い政

治への転換を !青年の願い

が届く野党連合政権を! 

埼玉県委員 

北部地区常任委員 


